
https://youtu.be/zrx3en9GRHA?si=OTi323aVqbOp6w3e




■社内コミュニケ ー ションとチ ームピルディング

物理的な距離を克服し、 組織の情熱を維持するために、 同社は独自の工夫を凝らしています。
• rオフライン」の熱量を大切にする：各拠点のメンバー が川根本町に集まり、 インド人シェフによる 「本格イン

ド料理」を共に囲むことで、 デジタルでは得られない深い繋がりを醸成しています。

• rォンライン」での仕掛け：自社チャットツ ー ル 「Zoho Cliq（ゾー ホー クリック）」を活用。 業務用のチャンネ

ル以外に、 雑談用や社内掲示板 「Zoho Connect（ゾーホ ー コネクト）」を設け、 イベント情報や新入社員の自己

紹介などを活発に共有しています。

・自治体との共創：町役場へ 「Zoho CRM」を導入支援したことで、 移住相談業務が効率化され、 行政サー ビス

向上という形での貢献も実現しました。

・バートナ ー研修：取引先を招いたカスタマイズトレ ー ニングを実施し、

います。

クライアントサポー トの強化を図って

霞置！
インド人シェフによる 「本格インド料理」 物理的な距離を克服し、 組織の情熱を維持

成果

革新的な取り組みの結果、 ゾー ホー ジャパンは生産性向上、 従業員エンゲー ジメントの強化、

という目覚ましい成果を上げています。

そして高い定着率

地元採用の実現：インドICTキャンプ参加者の川根高校卒業生を新卒採用するなど、 若者の地元定着に貢献

地域経済への波及効果：地元カフェでのインドカレ ー提供や、 メディア(NHK 「サラメシ」等）露出による町の

認知度向上

自治体DXの支援：川根本町役場 が自社ツ ー ル 「 Zoho CRM」を導入。 移住相談業務の効率化を支援し、 町民

サー ビスの向上にも寄与しています。

みちのり

当初は3名体制での手探りのスタートでした。 町の光通信インフラの整備は不可欠でしたが、 それ以上に重要

だったのは 「住民とのつながり」です。 インドからのメンバー が地域行事に積極的に参加し、 住民 が自主的に会

社のロゴシー ルを軽トラや自宅に貼ってくれるようになるまで、 地道な交流を積み重ねました。

こだわり

株式上場を目指さず、 外部投資に頼らない経営姿勢を貫く ことで、 短期的な利益よりも 「 お客様と社会への価値

創造」に情熱を注いでいます 。 この 「情熱」こそが、 川根本町という未知の地での挑戦を支える原動力となって

います。



https://www.zoho.co.jp/



